
風
信

　
古
代
中
国
の
戦
国
七
雄
の
一
つ
斉せ
い

出
身
の「
神し
ん

仙せ
ん

方ほ
う

士し

徐じ
ょ

福ふ
く

」が
、
今
か
ら
二
二
〇

〇
年
以
上
前
、
日
本
列
島
に
渡
来
し
た
と
い
う
伝
説
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
。

　
徐
福
、
別
名
徐じ
ょ

市ふ
つ

は
、
司
馬
遷
の『
史
記
』に
四
回
も
分
か
れ
て
登
場
す
る
歴
史
上

の
人
物
で
、
そ
の
親
族
を
名
乗
る
徐
氏
一
族
が
、
現
代
中
国
の
各
地
に
点
在
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
秦し
ん

の
始
皇
帝
に
長
寿
の
薬
を
東
の
海
上
に
あ
る
三
神
山
か
ら
持
ち
帰

る
と
約
束
し
た
徐
福
一
向
が
帰
国
し
な
い
た
め
、
徐
氏
一
族
は
始
皇
帝
に
追
わ
れ
て

い
た
か
ら
だ
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
然
し
そ
の
徐
氏
一
族
と
交
流
を
続
け
、「
徐
福
伝
説
」

を
信
じ
る
団
体
が
、
日
本
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。

　
か
つ
て
同
じ
肥
前
の
国
だ
っ
た
佐
賀
地
方
も
そ
の
一
つ
で
二
〇
一
五
年
、
佐
賀
県

と
市
が
協
力
し
て
中
国
と
韓
国
か
ら
関
係
者
を
招
き
、
徐
福
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
て
い
る
。

　
老
子
・
荘
子
の
道
家
思
想
を
受
け
継
い
だ
徐

福
は
、
戦
国
七
雄
の
勝
者
秦
の
始
皇
帝
の
中
国

統
一
の
戦
い
で
、
最
後
ま
で
残
っ
た
斉せ
い

の
最
先

端
を
行
く
神
仙
方
士
だ
っ
た
。神
仙
方
士
と
は
、

東
の
海
上
に
蓬ほ
う

莱ら
い

・
方ほ
う

丈じ
ょ
う

・
瀛え
い

州し
ゅ
う

の
三
神
山

が
あ
り
、
そ
こ
に
仙
人
が
住
み
不
老
不
死
の
薬

を
持
つ
と
い
う
仙
話
を
作
り
、
そ
れ
を
信
じ
た

道
士
の
こ
と
で
、
こ
の
仙
話
の
起
源
は
中
国
古

代
の
神
話
と
地
理
の
書「
山せ
ん

海が
い

経き
ょ
う・
海
内
北
経
」

の
蓬
莱
大た
い

人じ
ん

仙
話
に「
蓬
莱
山
は
海
中
に
あ
り
、

大
人
の
住
居
は
海
中
に
あ
る
」か
ら
き
て
い
る

と
い
う
。

　
ま
た
、
六
三
〇
年
余
り
続
い
た
こ
の
斉
の
人

騶す
う

衍え
ん（
前
305
～
240
年
頃
）は
、
理
想
の
州
と
し
て

「
大
九
州
地
理
学
説
」を
唱
え
た
。
そ
の
学
説
は「
中
国
の
外
に
海
を
へ
だ
て
て
九
つ

の
州
が
あ
る
。
名
を
中
国
名
で
赤せ
き

県け
ん

神
州
と
い
う
。
こ
の
ま
わ
り
に
は
小
さ
な
海
が

あ
り
、
人
民
・
動
物
は
よ
く
通
じ
合
っ
て
お
り
一
つ
の
区
域
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
州
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
州
が
海
に
囲
ま
れ
て
九
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
大
海

が
そ
の
外
を
囲
ん
で
い
る
。
更
に
そ
の
外
が
天
地
の
境
で
あ
る
」（
古
代
中
国
の
州
は

全
土
を
分
か
つ
大
き
な
行
政
区
画
で
、
赤
県
と
は
特
別
行
政
区
の
こ
と
）で
、
漁
業
・

造
船
・
航
海
の
技
術
。
そ
れ
に
斉
派
医
学
も
進
ん
で
い
た
。
斉
の
人
々
は
、
こ
の
学

説
を
信
じ
て
海
の
向
こ
う
に
大
き
な
夢
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　
ち
な
み
に
斉
の
人
々
は
、
春
秋
時
代
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
先
住
民
が

敬
っ
て
い
た
八は
っ

神し
ん〔
天
主
・
地
主
・
兵
主
・
陰
主
・
陽
主
・
月
主
・
日
主
・
四
時（
四
季
）

主
〕を
、
引
き
続
き
斉
の
八
神
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
そ
の
自
然
崇
拝
の
念
を
信
じ
て

い
た
と
い
う
。
こ
の
先
住
民
た
ち
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
古
代
か
ら
、

日
本
に
も
自
然
崇
拝
の
念
が
あ
り
、
惟か
む

神な
が
ら

の
ち
の
神し
ん

道と
う

と
し
て
信
じ
て
い
る
の
は
、

単
な
る
偶
然
の
一
致
な
の
だ
ろ
う
か
…

　
秦
が
斉
を
敗
っ
て
中
国
を
統
一
し
た
後
、
始
皇
帝
は
徐
福
と
二
度
会
っ
て
い
る
。

そ
れ
も
、
旧
斉
の
国
を
治
め
る
た
め
に
造
成
し
た
琅ろ
う

邪や

湾
を
一
望
で
き
る
琅ろ
う

邪や

台た
い

と

い
う
新
し
い
役
所
で
。
最
初
、
内
陸
育
ち
の
始
皇
帝
は
海
洋
が
舞
台
の
神
仙
思
想
に

興
味
を
持
ち
、
徐
福
を
招
い
て
三
神
山
の
仙
話
を
聞
い
た
。

　
そ
こ
で
徐
福
は
不
老
不
死
の
薬
を
献
上
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
始
皇
帝
は
喜
ん
で

支
援
を
決
め
、
琅
邪
湾
か
ら
出
航
す
る
徐
福
を
見
送
っ
た
。

　
還か
え

っ
て
き
た
徐
福
は
海
神
に
会
っ
て
薬
の
あ
る
宮
殿
ま
で
案
内
さ
れ
た
が
、
見
せ

る
だ
け
で
、「
良
家
の
童
男
・
童
女
と
百
工
を
供そ
な
え

物も
の

と
し
て
献
上
す
れ
ば
不
老
不
死

の
薬
を
渡
す
」と
言
わ
れ
た
、
と
偽
の
報
告
を
始
皇
帝
に
奏
上
し
た
。

　
こ
れ
を
真
に
受
け
た
始
皇
帝
は
、
積
極
的
に
三
〇
〇
〇
人
の
童
男
童
女
と
百
人
の

技
術
者
に
加
え
五
穀〔
禾あ
わ

・
黍き
び

・
麦
・
稲
・
菽ま
め

・
麻
〕の
種た
ね

な
ど
を
調と
と
の

え
、
琅
邪
湾

や
山
東
半
島
な
ど
か
ら
送
り
出
し
た
。

　
だ
が
徐
福
は
、
そ
の
ま
ま
還
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
史
実
を「
史
記
・
淮
南
衡

山
列
伝
」に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
秦
皇
帝
大
説
、
遣
振
男
女
三
千
人
、

資
之
五
穀
種
百
工
而
行
。
徐
福
、
得
平
原
広
沢
、
止
王
不
来
。」〔
秦
の
皇
帝
大
い
に

説よ
ろ
こ

び
て
、
振す
が
た

男
女
三
千
人
を
遣
わ
し
、之
に
五
穀
の
種
と
百
工
を
資
し
て（
与
え
て
）

行
か
し
む
。
徐
福
、
平
原
広
沢
を
得
、
止と
ど

ま
り
王
と
な
り
て
来
ら
ず
。〕

　
つ
ま
り
、
徐
福
は
、
征
服
者
始
皇
帝
の
意
に
反
し
、
海
外
に
平
原
広
沢
の
地
を
得

て
そ
こ
に
止
ま
り
そ
の
王
と
な
っ
て
還
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
徐
福
の
史
実
を
、
始
皇
帝
陵
兵へ
い

馬ば

俑よ
う

坑こ
う

の
発
掘
に
現
地
で
協
力
し『
始
皇
帝

を
掘
る
』を
上じ
ょ
う

梓し

さ
れ
た
考
古
学
者
故
樋
口
隆
康（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）は
信
じ
て

お
ら
れ
た
。
私
は
先
生
に
、
現
在
製
作
進
行
中
の
映
画『
封ふ
う

泥で
い

・
卑
弥
呼
へ
の
信
』の

シ
ナ
リ
オ
執
筆
中
に
、
京
都
・
奈
良
で
何
度
も
お
会
い
し
中
国
古
代
史
と
考
古
学
の

薫く
ん

陶と
う

を
受
け
た
。
先
生
は
、
昨
年
四
月
、
95
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
90
歳
ま
で
橿か
し

原は
ら

考
古
学
研
究
所
の
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
英
姿
を
活
写
し
て
卒
寿

祝
い
と
し
て
贈
呈
し
悦
ば
れ
た
。
師
は
又
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
考
古
学
者
で
、
あ
の
爆

破
さ
れ
た
バ
ー
ミ
ャ
ー
ン
の
巨
大
仏
像
を
石
窟
文
化
遺
跡
と
し
て
調
査
す
る
た
め
京

都
大
学
中
央
ア
ジ
ア
学
術
調
査
隊
の
隊
長
も
務
め
ら
れ
、
そ
の
復
元
に
も
尽
力
さ
れ

て
い
た
。
実
は
師
の
先
祖
代
々
の
お
墓
は
、
原
マ
ル
チ
ノ
と
同
じ
長
崎
県
波
佐
見
に

あ
る
。

　
生
前
、
先
生
と
最
後
に
京
都
で
お
会
い
し
た
と
き
、
国
内
で
の
徐
福
伝
説
の
拡
が

り
の
弱
さ
を
心
配
さ
れ「
伝
承
の
実
態
を
よ
く
調
べ
て
欲
し
い
」と
吐と

露ろ

さ
れ
た
。
そ

れ
に
私
が
現
在
製
作
進
行
中
の
映
画
で
は
邪
馬
台
国
が
、
単
に「
九
州
か
畿き

内な
い

」だ
け

で
は
な
く
、
徐
福
東と
う

渡と

の
二
二
〇
〇
年
以
前
の
中
国
戦
国
時
代
ま
で
、
文
献
上
、
考

古
学
上
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
鋭
意
調
査
・
取
材
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
か
ら
、
わ
が
日
本
列
島
の
青
森
・
埼
玉
・
高
知
で
は
漆う
る
し

塗ぬ
り

の
生
活
用
品
が
使
わ
れ
、
弥
生
時
代
の
稲
作
伝
搬
で
は
、
最
古
は
九
州
、
二
番
目
は

四
国
の
高
知
、
三
番
目
は
瀬
戸
内
の
中
国
・
四
国
、
そ
し
て
四
番
目
に
畿
内
と
、
科

学
的
に
証
明
さ
れ
た
新
し
い
展
開
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
約
一
万
五
千
年
前
は
九
州
と
北
海
道
は
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
約
八
千
年
前

頃
か
ら
日
本
列
島
に
海
水
が
流
入
し
、
日
本
海
が
で
き
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
の

日
本
列
島
に
は
、
30
か
所
ほ
ど
徐
福
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
伝
承
と
其
の

証
明
が
あ
れ
ば
、
卑
弥
呼
が
い
た
邪
馬
台
国
は
ど
こ
か
、
自じ

明め
い

の
理
と
な
る
こ
と
を

確
信
す
る
。�

（
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
協
会
会
員
・
オ
フ
ィ
ス
90
代
表
）

四
一
八
号
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
日

徐
福
伝
説
か
ら
伝
承
へ

○
長
崎
の
五
月
は
楠
の
若
葉
が
薫
る
憲
法
記
念
日
・
み
ど
り
の
日
・
こ
ど
も
の
日
と
連
休

に
始
ま
る
。「
五
日
こ
ど
も
の
日
」。恒
例
に
よ
り「
子
ど
も
と
共
に
憲
法
さ
る
く
の
会
」第

十
一
回
を
四
日
開
催
。
今
年
は
螢
茶
屋
一
ノ
瀬
橋
に
集
合
、
国
指
定
文
化
財
眼め

鏡が
ね

橋
間

の
石
橋
群
を
訪
ね
た
。
参
加
者
多
数
盛
会
で
し
た
。

○
五
月
五
日
は
男
の
節
句
に
因
ん
で
ペ
ー
ロ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
の「
男
の
節
句
」は

旧
暦
に
準
じ
て
い
た
の
で
六
月
初
旬
に
あ
り
、
ペ
ー
ロ
ン
は
初
夏
の
行
事
で
し
た
。

○
ペ
ー
ロ
ン
は
一
六
〇
〇
年
頃
よ
り
長
崎
に
入
港
し
て
き
た
唐
船
の
人
達
が
航
海
の
安
全

を
祈
っ
た
行
事
に
始
ま
っ
た
と
言
い
、
後
に
は
子
供
達
の
陸
ペ
ー
ロ
ン（
セ
イ
ラ
ン
エ
）

に
ま
で
発
展
し
、
街
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。

○
長
崎
の
五
月
節
句
に
は「
唐
あ
く
粽ち
ま
き

」を
食
べ
菖
蒲
湯
に
浸
か
り
ま
し
た
。

○
ア
ジ
ア
交
流
友
の
会
中
村
住
代
理
事
長
来
訪
、
五
月
二
十
日
、
本
年
度
総
会
を
同
日
午

后
一
時
半
よ
り
銭
座
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
の
で「
唐
船
の
長
崎

来
航
」に
つ
い
て
話
を
し
て
下
さ
い
と
の
事
。（
了
承
い
た
し
ま
し
た
。）

○
事
務
所
が
あ
る
桶
屋
町
よ
り「
今
年
は
桶
屋
町
が
七
年
に
一
度
の「
長
崎
く
ん
ち
年
番

町
」に
あ
た
る
の
で
御
協
力
下
さ
い
」と
の
連
絡
あ
り
、
一
同
よ
ろ
こ
ん
で
参
加
さ
せ
て

戴
き
ま
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

○
そ
う
言
え
ば
、
六
月
一
日
は「
長
崎
く
ん
ち
小
屋
入
り
」の
日
で
す
。
こ
の
日
は
朝
よ
り

一
年
ぶ
り
に「
シ
ャ
ギ
リ
の
音
」が
街
中
に
流
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
の
踊
町
は
五
ヶ

町
で
、
此
の
日
よ
り
踊
町
の
人
達
は
奉
納
踊
の
準
備
を
始
め
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
若
木
太
一
先
生
よ
り「
長
崎
先
民
伝
　
注
解
」を
戴
く
。
同
書
は
享
保
年
間（
一
七
二
〇

年
─
─
）長
崎
の
儒
学
者
盧
草
拙
父
子
に
よ
っ
て
先
賢
の
遺
徳
偉
業
を
顕
彰
す
る
た
め

著
述
さ
れ
た
も
の
で
、
之
に
詳
し
く
注
解
を
加
え
ら
れ
た
の
が
本
書
で
あ
り
長
崎
の
儒

学
・
天
文
学
・
医
学
等
の
各
分
野
に
活
躍
し
た
長
崎
の
人
々
一
四
七
人
の
事
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
お
り
長
崎
の
諸
文
化
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
基
礎
資
料
で
あ
る
。若
木
太
一
・

高
橋
昌
彦
・
川
平
敏
文
各
先
生
注
解
編
纂（
勉
誠
出
版
・
一
万
円
＋
税
）

一
野
村
美
術
館
紀
要
　
2017
・
26
号
　
野
村
美
術
館
よ
り
、
今
回
は
小
掘
遠
州
流
関
係
の
研

究
資
料
で
深
谷
信
子
・
廣
田
吉
崇
・
E
・
マ
レ
ス
・
他

各
氏
茶
道
研
究
家
執
筆（
野
村
文
華
財
団
発
行
）

大
隈
　
孝
一

徐福像と記念碑


